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運輸安全マネジメントに関する取り組みについて 

 

当社では、輸送の安全に関する基本的な方針その他輸送の安全に係る情報を以下のとおり公表します。 

なお、「運輸安全マネジメント」とは、輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を、社長から現

場の運転者まで浸透させ、輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善を活用し当社全体の安

全の確保・向上を継続的に行う仕組みです。 

 

１．輸送の安全に関する基本的な方針 

社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内における輸送の安全の

確保に主導的な役割を果たしてまいります。 

また、事業所における安全に関する声に耳を傾けるなど現場の状況を踏まえつつ、社員に対し輸送

の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底させます。 

当社は、輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（Plan Do Check Act）を実施し、

輸送の安全性の向上に努めます。また、輸送の安全に関する情報について公表します。 

 

２．輸送の安全に関する目標及びその達成状況 

（１）２０２４年度結果 

当社は、輸送の安全目標として年度毎に事故減件目標を設定し、目標達成に努めております。 

 実績件数 目標件数 目標差異 前年実績 前年差異 

塩浜営業所 ３１件 ２９件  ＋２件 ３１件 ０件 

千鳥営業所 ２２件 ３３件 －１１件 ３６件 －１４件 

合計 ５３件 ６２件  －９件 ６７件 －１４件 

※軽微な事故（擦過痕程度）を含む件数となります。 

 

（２）２０２５年度の安全目標及びスローガン 

   当社では、以下の安全目標及びスローガンを設定し、事故防止に取り組んでまいります。 

①  安全目標 

     ・「事故減件目標 ５６件（塩浜営業所２９件 / 千鳥営業所２７件）」 

     ・「重大事故の撲滅（０件）」 

② 事故防止に関する年度スローガン 
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     【営業所共通】 

・交差点及び横断歩道での「予測運転」・「ふんわりアクセル・発車時案内」の確実な実施 

【塩浜営業所重点施策】 

      ・後退時の安全再確認 

     【千鳥営業所重点施策】 

      ・車内事故撲滅 / 車庫内後退事故防止 

 

３．事故に関する統計 

   ２０２４年度中に発生した自動車事故報告規則第２条に該当する事故は以下のとおりです。 

・報告事故 ２件（車両故障１件/健康起因１件）  

 

４．安全管理規程（別紙１） 

当社は「安全管理規程」を制定し、国土交通省へ届出をしております。 

（主な内容） 輸送の安全を確保するための事業の運営の方針等 

輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の体制 

輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の方法 

 

５．輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置 

（１）各種会議の開催 

① 経営トップと従業員代表による会議の実施 

経営トップ・統括運行管理者・運転士等による、意見及び情報交換の場としての会議を定期的 

    に開催しました。会議で出された意見を基に、運行ダイヤの見直しのほか、安全に関する設備の

改善や、道路上の設備については関係機関への要望等により、走行環境改善による安全性向上を

図っております。 

   ② 事故防止対策会議の実施 

     経営トップ、統括運行管理者、管理職により、毎月発生した事故の発生原因分析を行い、再発

防止策を検討しております。 

③ 安全マネジメントレビューの実施 

安全統括管理者主催で毎年２回実施しており、経営トップ、営業所長をはじめとした管理職に

て、２０２４年度上期・下期の安全マネジメントレビューを実施しました。本レビューを踏まえ、

事故防止のための取り組みを推進し、交通安全運動期間中は特に強化して取り組んでおります。 

（２）安全意識の維持・向上 



4 

 

① 乗務員手帳の配付 

 安全運転のヒントとして、防衛運転十則などが記載された「乗務員手帳」と共に、社是・行動 

指針・行動基準・輸送の安全に関する基本的な方針・事故発生時の対応・車両故障(火災)等、異 

常発生時の対応等を掲載した「従業員必携」を配付し、安全方針の浸透と安全意識の維持向上を 

図っております。また、会社の目標を踏まえた「私の目標」を各自が記入するページを設け、主 

体的に行動するよう動機づけを行っております。 

   ② 運転記録証明書の提出 

法令違反抑止及び 安全意識向上を目的に、社長を含む全員が運転記録証明書の提出を実施して 

おります。 

   ③ ベストマナー向上（ＢＭＫ）推進運動 

     京成グループ全体でお客様満足度の更なる向上を目指して取り組む「ＢＭＫ推進運動」に参加 

しており、例年、春と秋の強調月間には京成グループのバス各社による相互評価（運転士の運転 

操作・安全関心・接客態度・マイク活用等）を実施しております。更に当社では、強調月間に限 

らず年間を通じてこの評価方法を活用して、経営トップ・役職員が添乗しその結果を運転士にフ 

ィードバックすることで安全・接客水準の向上に努めております。 

   ④ ３Ｓ（Smile・Safety・Saving energy）運動 

     京成グループのバス各社では「安心（Smile）」「安全（Safety）」「省エネ（Saving energy）」 

をキーワードに、社員の意識の向上を図ることを目的としこれらの項目を中心とした社員の模範

的な服務に対してポイントを付与し、１年間の累積ポイントに応じて表彰を行っております。２

０２２年度からは、新規に燃費の数値目標を設定し、省エネ運転にも重点を置いて、より安全な

運転操作を行えるよう取り組んでおります。 

   ⑤ その他 

交通安全運動等への積極的な取り組み、経営トップ・役職員による日常の職場巡視、添乗、点 

呼立ち合いや、飲酒運転撲滅のための厳正な点呼等を実施しております。 

      

（３）ハードウェアの改良 

①  ドライブレコーダー 

全車両に搭載し、映像の一部を教育・研修に活用しております。 

②  ANBH（乗降中の車両動きだし防止） 

中扉が開いた状態のまま、不意にブレーキペダルの踏み外れ等で車両が動き出すことを防止す 

る装置の導入を進めております。 

③ 衝突軽減ブレーキ 
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高精度ミリ波レーダーで前車との車間距離を監視し、衝突の恐れがある場合は警報音、衝突の 

可能性が高い場合はブレーキ制御で速度を低減する装置の導入を進めております。 

   ④ 車線逸脱防止装置 

車線を逸脱すると、表示と共に警報を鳴らす装置の導入を進めております。 

⑤ ドライバー異常時対応システム（EDSS：Emergency Driving Stop System） 

  ドライバーが急病等で運転操作継続が困難となった場合に、ドライバー自身または旅客がスイ 

ッチを押すことで徐々に速度を落として停止するシステムを順次導入しております。 

⑥ ドライバーステータスモニター 

  乗務員の眠気・居眠り・脇見を検知すると、運転席のシートバイブレータが作動して乗務員へ 

警告するものです。乗務員の姿勢が崩れると、運転席のシートバイブレータが作動して、EDSSス 

イッチ（赤色 LED）が点滅し、設定時間内に乗務員が応答しない場合には、ドライバー異常時対

応システム（EDSS）が作動する車両を順次導入しております。 

⑦ その他 

車外注意喚起装置（安全くん）、バックアイカメラ、サラウンドアイ、左方カメラ、ＩＰ無線、 

ＬＥＤ前照灯、デイライト、ミラーヒータ、運転席ガラスヒーター、前扉ガラスヒーター、バス

ロケーションシステム、乗降センサー等を装備しております。 

 

（４）健康起因事故の予防 

   当社では、以下の予防策を実施しており、今後も継続してまいります。 

①  睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査 

②  脳ＭＲＩ検査（一定年齢ごとに実施） 

③  乱用薬物検査（毎年実施） 

④  産業医による健康診断結果の確認、健康診断問診票の申告内容を踏まえた所属長による面談実施

による健康状態の把握 

⑤  人間ドック受診料の補助 

 

（５）貸切バス事業者安全性評価認定（公益社団法人 日本バス協会 認定） 

当社では、貸切バス事業者の安全性や安全の確保に向けた取り組み状況について、公益社団法人

日本バス協会が審査を行う「貸切バス事業者安全性評価」の認定を以前から受けておりますが、  

２０２４年１２月２６日に最高峰である「三ッ星」に再認定されました。 

 

（６）働きやすい職場認証制度（国土交通省指定 一般財団法人日本海事協会 認定） 
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当社では、２０２０年度に国土交通省が自動車運送事業の運転者不足に対応するための総合的取

組みの一環として創設した「働きやすい職場認証制度」 において、２０２１年に初の認証を受け、

その後、２０２５年１月には「二つ星」認証の継続をしております。 

 

（７）内部監査の実施 

    当社では、安全マネジメントの実施状況を点検するため、輸送の安全に関する内部監査を年１回

実施しております。監査結果については、社内会議体にて報告され情報を共有し改善を図っており

ます。 

 

６．輸送の安全に係る情報の伝達体制その他の組織体制 

別紙２「輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統 組織図」のとおりです。 

 

７．輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

当社では、輸送の安全に関する目標を達成するため、以下のとおり運転士及び運行管理者を対象

とした教育及び研修を行っております。 

あわせて、役員を含めた管理者がターミナル等の輸送現場を適宜巡視するとともに、営業中のバ

スに添乗することにより、運転士の日々の安全運転状況を確認し個別指導に活かしております。 

 

①  新入運転士研修 

２０２４年度に運転士として入社した３７名に対して、座学研修のほか実車研修を行いました。 

安全統括管理者による座学も実施し、安全に対する意識向上を図っております。 

② 運転士個人指導 

  管理者等による添乗結果をもとに、運転士への個人指導を実施しております。 

③ ドライブレコーダー映像による研修 

運転士から報告されたヒヤリハット情報の映像やドライブレコーダーによる事故映像を用いた 

研修を行っております。 

④ 安全運転中央研修所(茨城県ひたちなか市)での研修（２０２４年度２４名） 

     当該施設へ運転士を研修派遣し、安全意識の向上と事業用自動車の特性等の理解を深めました。 

⑤ タイヤチェーン講習会 

冬季の積雪に備え、運転士にタイヤチェーン装着の講習会を実施しております。 

⑥ 指導運転士の育成研修 
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     新人運転士や経験の浅い運転士に対して指導を行う指導運転士に対して、指導力向上を目的と 

した研修を実施しております。 

⑦ 点呼場におけるモニター活用 

     両営業所に大型モニターを設置し、自社及び他社でのヒヤリハット映像や事故映像を共有し、 

安全教育を行っております。 

⑧ その他  

 ・同業他社にて実施のバスジャック訓練に参加しております。 

 ・安全情報誌等を活用し「危険予測」教育を実施しております。 

    

８．輸送の安全に係る内部監査の結果並びにそれに基づき講じた措置及び講じ

ようとする措置 

当社では、輸送の安全の確保状況を点検するため、内部監査を実施して常に適格な状況を維持す

るよう努めております。 

具体的には、毎年度、運輸安全マネジメントに関する内部監査をはじめ、運行部門の業務遂行状

況や帳票類等の確認を行い、内部監査の実施結果については経営トップへの報告を行っております。 

 

９.安全統括管理者に係る情報 

当社では、安全統括管理者として常務取締役 栗原 幸弘を２０２３年７月１日付けで選任し、国

土交通省へ届出をしております。 

 

１０.事業用自動車の運転士、運行管理者、整備管理者、初任運転者の実技指導

に係る情報 

 

① 運転士に係る情報（２０２５年３月３１日現在） 

正規雇用 正規雇用以外 正規雇用運転士の平均勤続年数 

２５２名 １１名 ９.４年 

       

 

  ② 運行管理者・整備管理者（２０２５年３月３１日現在） 
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運行管理者 運行管理補助者 整備管理者 整備管理補助者 

２３名 １名 ４名 ２１名 

 ③ 初任運転者の実技指導に係る情報（２０２４年度実績） 

     【実施対象】２０２４年度入社３７名 

     【座学研修内容】 

１．事業用自動車の安全な運転に関する基本

的事項 

５，安全性の向上を図るための装置を備え

る事業用自動車の適切な方法 

２．事業用自動車の構造上の特性と日常点検

の方法 

６，ドライブレコーダーの記録を利用した

運転特性の把握と是正 

３．運行の安全及び旅客の安全を確保するた

めに留意すべき事項 

７，運転者の運転適性に応じた安全運転 

  （初任診断結果に基づく指導） 

４．棄権の予測及び回避 

 

 

     【実車研修内容】 

       実施日程：２０～２８日（実技の習熟状況による） 

       走行ルート：配属営業所周辺（市川市、浦安市、船橋市） 

       車種区分：大型バス車両 

     【実技指導の具体的な内容】 

１，関係法令の遵守 

 （道路交通法・道路運送法・旅客自動車運送事業運輸規則） 

２，バスの構造や特性に合わせた運転操作 

 （車高・車長・車幅・死角・車両特性に配慮した運転） 

３，事故予防のための安全習慣 

 （発進/停止・進路変更・交差点右左折・狭路・坂道・追越等の安全習慣） 

４，棄権予測及び回避、緊急時における対応・運転操作 

 

５，乗客の安全を確保するために留意する事項 

 （走行時・乗降時・高齢者・障がい者等の安全確保） 

６，その他車両装置 

 （ワンマン機器・非常扉・スロープ板・発煙筒・消火器 等） 

     【実技指導者の指導歴】 
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指導者 大型経験/指導歴 指導者 大型経験/指導歴 指導者 大型経験/指導歴 

Ａ ２５年/１１年 Ｆ ５年/２年 Ｋ ７年/５年 

Ｂ １０年/７年 Ｇ ５年/２年 Ｌ ５年/２年 

Ｃ ９年/５年   Ｈ ５年/２年 Ｍ ４年/３年 

Ｄ ８年/４年 Ｉ ５年/２年 Ｎ ３年/１年 

Ｅ ６年/３年 Ｊ ３年/１年   

        【車庫内での実車研修】          【路上での実車研修】 

 

          【車いす介助訓練】          【バス車内での車いす固定訓練】 

           

【ドライブレコーダーの記録を利用した運転特性の把握と是正】  

  

１１.事業用自動車に係る情報 
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     ２０２５年３月３１日現在 

 乗合 貸切 特定 

車両数 ５３両 ６０両 ３０両 

平均車齢  ５年  ６年  ６年 

ドライブレコーダー搭載車両数 ５３両 ６０両 ３０両 

デジタル式運行記録計搭載車両数 ５３両 ６０両 ３０両 

ＡＳV搭載車両数 ３４両 ３２両 １８両 

主な運行の形態 乗合 契約・企業輸送等 企業輸送等 

 

 

以 上 


